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株主の皆様へ

株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

当社は平成２８年３月３１日をもって第８２期を終了いたしましたので、当社グループの

営業の概要ならびに決算につきましてご報告申し上げます。

当連結会計年度の概況

　当連結会計年度の世界経済は、米国では個人消費が下支えし、緩やかな拡大が続きましたが、中国や新興国では減速

基調が鮮明になりました。

　わが国におきましては、個人消費や設備投資が伸び悩み、足踏み状態が続きました。

　そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、機器の高機能化や自動車の電装化が進展したものの、下

期に入ると、スマートフォンや産業機器向けの伸びが鈍化したことから、電子部品需要の動向は弱含みで推移しました。

　こうした状況のなかで、当社グループ（当社および連結子会社）におきましては、成長分野への拡販を図る一方、引

続き生産効率の改善に努めました。

　その結果、当連結会計年度の業績は、売上高４０，９１７百万円（前期比△１４．４％）となり、営業利益８８３百万円（同△

１２．０％）となりました。

　また、年明けからの円高進行に伴い、為替差損３１０百万円を営業外費用に計上したことなどから、経常利益は６２４百万

円（同△７０．１％）となり、親会社株主に帰属する当期純利益は、税制改正に伴う繰延税金資産の取崩しなどから、

１８２百万円（同△８８．０％）となりました。

財政状態

　当連結会計年度末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、売上債権及びたな卸資産の減少を主因に５，００１百万

円減少し、３５，８０６百万円となりました。また負債は、仕入債務の減少を主因に２，６５９百万円減少し、２３，４９４百万円とな

りました。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２，３４１百万円減少し、１２，３１２百万円となりました。
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株主の皆様へ

　うち、株主資本は、親会社株主に帰属する当期純利益により１８２百万円増加しましたが、配当金の支払いにより

３３５百万円減少し、連結子会社の非支配株主持分の取得に伴い、資本剰余金が６９百万円減少したことなどから、２２７百万

円の減少となりました。

　また、その他の包括利益累計額は、その他有価証券評価差額金が株安に伴い３２９百万円減少し、為替換算調整勘定が

円高に伴い６９９百万円減少したことを主因に、１，２０１百万円の減少となりました。

　また、非支配株主持分は、上海の連結子会社における非支配株主持分を当社が取得したことから、９１３百万円減少し

ました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下 ｢資金｣ という。）は、前連結会計年度末に比べ、

２，２４０百万円増加し、５，７０１百万円となりました。

　営業活動の結果得られた資金は、４，８３５百万円となりました。これは、税金等調整前当期純利益５４０百万円、減価償却

費１，５０１百万円に対し、売上債権及びたな卸資産が６，１１１百万円減少し、仕入債務の減少は３，１２４百万円となったことが

主因であります。

　投資活動の結果使用した資金は、１，６６０百万円となりました。これは、固定資産の取得による支出１，４５０百万円が主因

であります。

　財務活動の結果使用した資金は、６０４百万円となりました。これは、借入金の純増８５２百万円に対し、配当金の支払い

３３５百万円の他、連結子会社の非支配株主持分の取得による支出９６４百万円等によるものであります。

次期の見通し

　次期の景気動向は、中国経済の減速に加え、原油安を背景に米国の景気悪化も懸念されるなかで、円高が進行しており、

先行きの不透明感が強まっています。

　また、エレクトロニクス市場におきましても、携帯情報端末の成長鈍化が懸念されます。

　こうした状況下、当社グループは、機器の高機能化と自動車電装化のさらなる進展やウェアラブル、loTなどの技術

革新等の市場変化に対応した取り組みに努めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　津 田　信 治
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連結財務諸表

連結貸借対照表（平成２８年３月３１日現在）�
（単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

　流動資産 ２１，７５４ 流動負債 １２，４８３

　　現金及び預金 ７，０４７ 　支払手形及び買掛金 ６，６７３

　　受取手形及び売掛金 ７，０１５ 　短期借入金 ４，１８１

　　商品及び製品 １，１８４ 　未払法人税等 １１６

　　仕掛品 ２，２０１ 　賞与引当金 ３２１

　　原材料及び貯蔵品 ２，１３１ 　その他 １，１９０

　　繰延税金資産 ４０６ 固定負債 １１，０１０

　　その他 １，７６９ 　長期借入金 ５，２８５

　　貸倒引当金 △０ 　再評価に係る繰延税金負債 ３２７

　固定資産 １４，０５２ 　退職給付に係る負債 ４，９３１

　　有形固定資産 １０，３２０ 　その他 ４６７

　　　建物及び構築物 ３，０４５ 負債合計 ２３，４９４

　　　機械装置及び運搬具 ３，９３８ （純 資 産 の 部）

　　　土地 ２，８７７ 株主資本 １１，１５１

　　　その他 ４５９ 　資本金 ５，２００

　　無形固定資産 ２９１ 　資本剰余金 ５，０３９

　　投資その他の資産 ３，４３９ 　利益剰余金 ２，０５６

　　　投資有価証券 １，４０３ 　自己株式 △１，１４３

　　　繰延税金資産 １，２２８ その他の包括利益累計額 １，１６１

　　　退職給付に係る資産 ０ 　その他有価証券評価差額金 ９８

　　　その他 ８６３ 　土地再評価差額金 ６８４

　　　貸倒引当金 △５５ 　為替換算調整勘定 ７８２

　退職給付に係る調整累計額 △ ４０４

非支配株主持分 －

純資産合計 １２，３１２

資　産　合　計 ３５，８０６ 負債・純資産合計 ３５，８０６
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結財務諸表

連 結 損 益 計 算 書
（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

売上高 ４０，９１７

　　売上原価 ３４，８０６

売上総利益 ６，１１１

　　販売費及び一般管理費 ５，２２８

営業利益 ８８３

　　営業外収益 ２５０

　　　受取利息及び受取配当金 １２５

　　　その他 １２５

　　営業外費用 ５０９

　　　支払利息 ９０

　　　為替差損 ３１０

　　　その他 １０８

経常利益 ６２４

　　特別利益 ６２

　　　補助金収入 ４９

　　　その他 １３

　　特別損失 １４７

　　　固定資産売却損　　　 ３３

　　　固定資産除却損 ８８

　　　その他 ２４

税金等調整前当期純利益 ５４０

　　　法人税、住民税及び事業税 １３２

　　　法人税等調整額 １９５

当期純利益 ２１１

非支配株主に帰属する当期純利益 ２９

親会社株主に帰属する当期純利益 １８２
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 ５４０

　減価償却費 １，５０１

　売上債権の減少額 ５，３７５

　たな卸資産の減少額 ７３５

　仕入債務の減少額 △３，１２４

　その他 △１９３

　　営業活動によるキャッシュ・フロー ４，８３５

投資活動によるキャッシュ・フロー

　固定資産の取得による支出 △１，４５０

　投資有価証券の取得による支出 △３８

　その他 △１７１

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △１，６６０

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純減額 △５９３

　長期借入金の純増額 １，４４５

　自己株式の取得による支出 △５

　配当金の支払額 △３３５

　連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出 △９６４

　その他 △１５０

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △６０４

現金及び現金同等物に係る換算差額 △３３１

現金及び現金同等物の増加額 ２，２４０

現金及び現金同等物の期首残高 ３，４６０

　　現金及び現金同等物の期末残高 ５，７０１
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結決算ハイライト 会社の概況（平成２８年３月３１日現在）

■　平成27年度
   製品分類別売上高構成比

■　平成27年度
   地域別売上高構成比
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抵抗器・機構部品
12,082（29.5%）

サーミスタ・センサ
919（2.2%）

電子デバイス・センサ
3,748（9.2%）

売上高
40,917

その他　575（1.5%）

モジュール製品
23,442（57.3%）

その他　726（1.8%）

平成26年3月期 平成27年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

■　売上高

■　一株当たり当期純利益金額 ■　純資産額

■　親会社株主に帰属する当期純利益■　経常利益

■　自己資本比率

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期
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中　国　
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通期通期
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通期通期

171171
通期通期

39,82542,833

通期通期

平成28年3月期

39,82547,796

通期通期 40,917
通期通期

通期通期
33.7 34.4
通期 通期
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所有者別 
 

個人　　　　 9,723名
53,657,005株  

その他法人　129名  
6,721,587株（7.26％）

 

金融商品取引業者　47名  
2,737,291株（2.96％） 

金融機関　17名  
10,768,248株（11.64％） 

外国法人等　59名  
1,567,532株（1.69％）

 

信託銀行　17名  
8,369,000株（9.05％）

 

自己株式　1名  
8,680,333株（9.39％） 

（58.01％）
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連結決算ハイライト

社 名 北陸電気工業株式会社

英 文 社 名 HOKURIKU ELECTRIC INDUSTRY CO., LTD.

所 在 地 〒９３９−２２９２　富山県富山市下大久保３１５８番地

T E L ０７６−４６７−１１１１

F A X ０７６−４６８−１５０８

U R L http://www.hdk.co.jp/

設 立 １９４３年（昭和１８年）４月４日

資 本 金 ５，２００百万円

事 業 内 容

固定・可変・チップ等各種抵抗器、圧力・加速度・
湿度等各種センサ、モジュール製品、ペーストスルー
ホール基板等各種電子部品の開発・製造・販売、そ
の他の事業

株　主　名 持　株　数

株式会社 北陸銀行 � 千株３，３１４　　

北電工取引先持株会 ２，８７５

北電工従業員持株会 ２，３５８

株式会社 北國銀行 ２，１８３

前田建設工業株式会社 １，６４８

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） １，６２５

株式会社 富山銀行 １，３９８

野村正也 １，１６９

コーセル株式会社 １，１２６

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） １，０６２

（注）　１．�当社は自己株式８，６８０千株を所有しておりますが、上記大株主から除外してお
ります。

　　　２．株式数は、千株未満を切捨てて表示しております。

会社の概況（平成２８年３月３１日現在）

代表取締役社長…………………………………… �津
つ

　田
だ

　信
しん

　治
じ

取　締　役………………………………………… �坂
さか

　本
もと

　重
しげ

　一
かず

取　締　役………………………………………… �谷
たに

　川
かわ

　　　聡
さとし

取　締　役………………………………………… �多
た

　田
だ

　守
もり

　男
お

取　締　役………………………………………… �小
お

　川
がわ

　明
あき

　夫
お

取　締　役………………………………………… �野
の

　口
ぐち

　高
たか

　広
ひろ

取　締　役………………………………………… �下
しも

　坂
さか

　立
りゅう

　正
しょう

常勤監査役………………………………………… �神
かん

　田
だ

　　　充
みつる

監　査　役………………………………………… �北
きた

之
の

園
その

　雅
まさ

　章
ゆき

監　査　役………………………………………… �宮
みや

　本
もと

　雅
まさ

　憲
のり

（注）　１．坂本重一氏は、社外取締役であります。　　　　　　　
　２．北之園雅章氏、宮本雅憲氏は、社外監査役であります。

■  株 式 の状況

発行可能株式総数�   ………………………………………  250,000,000株

発行済株式の総数�  …………………………………………  92,500,996株

株　主　数�  …………………………………………………………  9,993名

■  大 株 主（上位１０名）

■  取 締 役および監査役（平成２８年６月２９日現在）

■  会 社 概要

■  所 有者別分布状況
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製品紹介

［フォースセンサ］

［3軸加速度センサ］

［自動車用センサ］

［超小型マイクロヒータ］

［圧力センサ・圧力センサモジュール］

［容量式・抵抗式湿度センサ］

小型フォースセンサ（０〜１０Ｎ検知タイプ） 超小型フォースセンサ（０〜５Ｎ検知タイプ）

３軸加速度センサ

自動車用センサ カーエアコン用湿度センサ

小型気圧センサ MEMSガスセンサ

小型・薄型で１０N以下の微小荷重検知が可能な
センサです。小型低背、更に出力がリニアで使い
やすく、荷重の微小変化や強弱が検知できるため、
調理家電やスタイラスペン等各種アプリケーショ
ンに対応可能です。

スマートフォンやタ
ブレット端末、ゲー
ム機コントローラー、
ドライブレコーダー、
歩数計等幅広い用
途への使用が可能
です。

自動車には、快適性、安全性、更には、地球環境の向上を実現す
るために、様々なセンサが使用されています。これら自動車用セ
ンサは、高精度であることに加えて厳しい環境変化にも十分機能
することができる様に高い信頼性が求められます。当社では、こ
れらのニーズに対応した各種自動車用センサをラインナップして
おります。

２．５mm角と業界最小クラ
スの気圧センサを開発しま
した。気圧計、気象モニタ、
高度計、カーナビ、腕時計、
HDD、部屋の開閉検知、
更にはスマートフォンへの
搭載等各方面への用途が
見込まれます。

MEMS技術を使用した省エネタイプの超小型マ
イクロヒータを開発しました。メンブレン構造で
低熱容量設計（素早い立ち上がり）に加えて、
高耐久性で長寿命設計となっています。更にこ
のマイクロヒータと他社とのコラボレーションに
より、消費電力が従来比１０分の１のガスセンサ
を開発しております。これにより、小型で低消費
電力のアルコールチェッカの実現が可能です。

ピエゾ抵抗式の半導体圧力センサです。センサ
単体の他、水位検知、ガス圧検知等の各種圧力
センサモジュールをラインナップしています。
中でも水位センサモジュールは、ミリメートル単位の検
知が可能で非常に高精度であり、またアナログ出力、
デジタル出力タイプを取り揃えており、更に取り付け
タイプも基板取付けタイプ、フランジねじ取付けタイ
プを用意し、洗濯機や食器洗い機、エコキュート等
各種水位センシングのニーズに対応しています。

快適な生活空間に欠かせない湿度センサ。従来か
ら実績のある抵抗式に加えて、新たに２mm角と超
小型サイズの容量式湿度センサを開発しました。
抵抗式では計測が困難であった０％RH〜１００％Ｒ
Ｈの広範囲の湿度範囲の計測が可能です。
従来からの用途であるエアコン、加湿器、事務機
器等に加えて、スマートフォンやウエアラブル端末
向けに用途が見込まれます。

圧力センサ・圧力センサモジュール

湿度センサ

各種センサ群 �

［気圧センサ］
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製品紹介

［高周波部品・圧電部品］

［機構部品］

［耐サージ形高電力チップ抵抗器］ ［JAXA認定チップ抵抗器］

［ペーストスルーホール基板］

高信頼性チップ抵抗器

スマートグリッドの基幹技術である無線通信技術。当社では、
スマートメーターをはじめ各種用途向けの特定小電力無線モ
ジュールを用意しております。
また、独自の圧電材料技術に、積層技術を付加した圧電積層ス
ピーカ等の圧電部品は、他方式と比べ小型・薄型で、しかも低
消費電力で環境にやさしい製品です。

スマートフォンや
車載電装品、生活
家電等の製品に欠
かせない各種チッ
プ部品。当社では
０４０２サイズの超小
型チップ抵抗器の
他、チップネット

ワーク抵抗器、チップ半固定可変抵抗器、また電流検出
用チップ低抵抗器、耐硫化チップ抵抗器、耐サージチッ
プ抵抗器、高電力チップ抵抗器（長辺電極チップ抵抗器）
等の高機能チップ抵抗器、チップヒューズ、チップタク
ティールスイッチ等各種チップ部品を取り揃えております。

先端実装技術を駆使したモジュール製品。スマートフォンや
タブレット端末等に使用されている液晶のコントロールモ
ジュールです。その他自動車電装用モジュールやヘルスケア
向け等各種機能モジュールも製造しております。

ますます電子化が進展す
る自動車。当社のペースト
スルーホール基板は、民
生用電子機器の他、自動
車のメーターパネル用とし
ても使用されております。

各種電子回路機能モジュール

無線モジュール

タクティールスイッチ

超小型SMDタクティールスイッチ

銀・銅ペーストスルーホール基板

圧電部品

�

［モジュール製品］

主 要製品 �

［超小型SMDタクティールスイッチ］

あらゆる機
器に使用さ
れ るタク
ティールス
イッチ。当
社では、汎
用タイプの
他、白物家

電向けの防水タイプ、更にはスマートフォ
ン、タブレット端末用の小型SMD品等各
種タイプをラインナップしております。

独自の素材、構
造によってサー
ジ耐圧、耐パ
ルス性に優れた
チップ抵抗器で
す。従来同サイ
ズ品に比べて

定格電力が大きく車載用として最適です。

スマートフォンやタブレット
端末向けの超小型・低背の
SMDタクティールスイッチで
す。従来品より約１／４のサ
イズながら、動作寿命は
１０万～１００万回と高信頼性
を確保しています。 JAXA認定の宇宙用の高

信頼性チップ抵抗器です。
耐サージ形高電力チップ抵抗器

［各種チップ部品］

各種チップ部品
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■　国内拠点 ■　海外拠点
本社

HDK America Inc.

本社 製造の拠点 販売の拠点

富山県

Tianjin Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

WUXI Representative Office

Shenzhen Office

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.

Taipei Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku(Singapore)Pte.,Ltd.Hokuden(Malaysia)Sdn.Bhd.

HDK(Thailand)Co., Ltd.

HDK Philippines Inc.

SVA-Hokuriku Micro Devices Co.,Ltd.

HDK China Ltd.

Hokuriku Hong Kong Co., Ltd.

Hokuriku Electric(Guang Dong)Co., Ltd.

Hokuriku International(Thailand)Co., Ltd.

楡原工場
圧電工場

HDKマイクロデバイス

PRC工場 朝日電子株式会社朝日電子株式会社

北関東営業所

静岡営業所

北陸営業所

名古屋営業所

大阪営業所

東京営業所

本社

皮膜工場

機構部品工場

高周波部品工場

PRC工場

楡原工場

圧電工場

HDKマイクロデバイス

朝日電子

東京営業所

北関東営業所

名古屋営業所

静岡営業所

北陸営業所

大阪営業所

HDK America Inc.

HDK China Ltd.

Hokuriku(Shanghai)International
Trading Co.,Ltd.

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.
WUXI Representative Office

Hokuriku(Shanghai)International Trading Co.,Ltd.
Shenzhen Office

Tianjin Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku Electric(Guang Dong)Co.,Ltd.

SVA-Hokuriku Micro Devices Co., Ltd.

Hokuriku Hong Kong Co., Ltd.

Taipei Hokuriku Electric Industry Co.,Ltd.

Hokuriku(Singapore)Pte.,Ltd.

Hokuriku International(Thailand)Co.,Ltd.

Hokuden(Malaysia)Sdn.Bhd.

HDK(Thailand)Co.,Ltd.

HDK Philippines Inc.

HOKURIKUグローバルネットワーク 株式事務のご案内
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HOKURIKUグローバルネットワーク

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

一 単 元 の 株 式 の 数 1,000株

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137−8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120−232−711（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 の 方 法
電子公告により行います。
公告掲載URL　http://www.hdk.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

【お知らせ】
株券電子化によるご注意
１．�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお
取次ぎいたします。

３．�配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこ
ととなりました。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込指定書」は同封を取りやめております。振込指定
のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問い合わせください。

４．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式事務のご案内

記載の連結財務諸表等の詳細につきましては、当社のホームページの

IR情報の決算情報にてご覧いただけます。
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